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【
中
２
国
語
の
総
復
習
を
し
よ
う
】
学
習
プ
リ
ン
ト
①

（

）
年
（

）
組
（

）
番
（
氏
名

）

三

漢
文
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
漢
詩
に
つ
い
て
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う
】

一
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
古
典
随
筆
作
品
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
】

○

四
行
で
書
か
れ
た
漢
詩
を
（
①

）
、

八
行
の
漢
詩
を
（
②

）
と
い
う
。

Ⓐ
「
枕
草
子
」
第
一
段
の
（

）
欄
に
当
て
は
ま
る
語
句
を

①
の
四
行
は
、
う
た
い
始
め
の
（
③

）
句
、

答
え
な
さ
い
。

そ
れ
を
受
け
る
二
行
目
の
（
④

）
句
、

・
春
は
（
①

）
。
や
う
や
う
白
く
な
り

場
面
転
換
の
（
⑤

）
句
、
そ
し
て
結
び
の

ゆ
く
山
ぎ
は
、
す
こ
し
（
②

）

結
句
と
い
う
四
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
（
③

）
。

形
式
を
、
漢
字
四
字
で
（
⑥

）

・
夏
は
（
④

）
。
月
の
こ
ろ
は
（
⑤

）

と
い
う
。

（
⑥

）
も
な
ほ
、（
⑦

）
の
多
く

ち
が
ひ
た
る
。

○

「
春
眠
不
覚
暁
」
を
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の

よ
う
に
、
平
仮
名
交
じ
り
で
読
み
や
す
く
表
記
し

Ⓑ
「
徒
然
草
」
に
関
す
る
（

）
欄
に
当
て
は
ま
る
語
句
を

た
も
の
を
（
⑦

文
）
と
い
う
。

答
え
な
さ
い
。

漢
文
を
学
び
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
先
人
の
工
夫

・
「
徒
然
草
」
は
（
⑧

）
と

で
あ
る
。
先
人
は
、
漢
文
の
中
の
語
句
の
順
番
を

読
み
、（
⑨

）
時
代
に
成
立
し
た
随
筆
で
あ
る
。

入
れ
替
え
て
読
み
や
す
く
す
る
、
と
い
う
工
夫
も

作
者
は
（
⑩

）
で
、
け
ん
こ
う
ほ
う
し

し
た
。
こ
の
語
順
入
れ
替
え
に
活
躍
す
る
の
が
、

と
読
む
。

「
レ
」
の
記
号
、
つ
ま
り
（
⑧

）
や

・
「
（
⑪

）
ま
ま
に
」
で
始
ま
る
こ
の

「
一
・
二
点
」
で
あ
る
。
「
レ
」
「
一
・
二
」
等
を

作
品
か
ら
は
、
人
間
は
一
定
で
な
く
は
か
な
い
も
の
だ
と

ま
と
め
て
、（
⑨

点
）
と
い
う
。

い
う
（
⑫

）
観
が
感
じ
ら
れ
る
。

四

活
用
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
用
言
の
活
用
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
】

二

古
文
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
古
典
「
平
家
物
語
」
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う
】

○
「
わ
ら
う
」「
起
き
る
」
は
（
①

詞
）
、

「
赤
い
」「
美
し
い
」
は
（
②

詞
）
、

○

「
平
家
物
語
」
は
、（
①

）
時
代
の
作
品

「
の
ん
き
だ
」「
安
全
だ
」
は
（
③

詞
）

で
、
平
家
と
（
②

）
の
興
亡
を
描
い
て

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
（
④

）

い
る
。
作
品
の
元
と
な
る
平
曲
は
（
③

）

と
い
う
。
④
は
、
い
ず
れ
も
文
中
で
形
が
変
わ
る

と
言
わ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
、
歌
に
乗
せ
て
語
り
継
が
れ

が
、
こ
の
こ
と
を
（
⑤

）
と
い
う
。

て
き
た
。

○

④
の
活
用
形
は
六
種
類
あ
る
。
表
に
表
し
た
と

○

古
文
に
お
い
て
は
、
原
文
を
現
代
の
言
葉
に
訳
し
た

き
に
は
上
か
ら
順
に
、（
⑥

）
、
連
用
形
、

（
④

）
を
参
考
に
す
る
と
、

（
⑦

）
、
連
体
形
、（
⑧

）
、

全
体
の
意
味
を
つ
か
み
や
す
い
。
原
文
を
読
む
と
き
に
は

命
令
形
と
な
る
。

「
い
ふ
ぢ
や
う
」「
を
り
ふ
し
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い

る
（
⑤

）
仮
名
遣
い
に
注
意
す
る
必
要
が

○

動
詞
の
「
活
用
の
種
類
」
は
五
つ
で
あ
る
。

あ
る
。

「
書
か
」
「
書
き
」
「
書
く
」
「
書
け
」
「
書
こ
」
な

ど
と
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
の
段
す
べ
て
に
つ
い
て
活

○

古
文
で
の
強
調
表
現
と
し
て
は
、「
～
～
ぞ
・
・
け
る
」

用
す
る
と
き
、（
⑨

活
用
）
と
い
う
。

「
～
こ
そ
・
・
つ
れ
」
な
ど
の
「
（
⑥

）

「
イ
」
の
段
で
活
用
す
る
場
合
は
（
⑩

の
法
則
」
が
代
表
的
で
あ
る
。
書
き
手
の
感
動
や
意
図
を

活
用
）
、「
エ
」
の
段
に
つ
い
て
活
用
す
る
場
合
は
、

強
調
す
る
表
現
技
法
で
あ
る
。

（
⑪

活
用
）
と
い
う
。
ま
た
、
変
形

型
の
活
用
も
二
つ
あ
り
、「
来
る
」
と
い
う
語
は
、

（
⑫

活
用
）
略
し

て
カ
変
、「
す
る
」
は
（
⑬

活
用
）

略
し
て
サ
変
と
い
う
。
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【
中
２
国
語
の
総
復
習
を
し
よ
う
】
学
習
プ
リ
ン
ト
②

（

）
年
（

）
組
（

）
番
（
氏
名

）

問
１

次
の

部
の
助
動
詞
の
意
味
を
、
次
の
中
か
ら
選
び
、
漢
字
で
正
確
に
答
え
な
さ
い
。

①

こ
れ
は
君
の
責
任
だ
よ
。

⑥

僕
も
す
ぐ
に
行
こ
う
。

②

清
掃
区
域
に
ま
だ
来
な
い
の
か
。

⑦

無
理
に
歌
を
歌
わ
せ
る
の
か
。

③

君
は
た
し
か
東
北
生
ま
れ
だ
っ
た
か
ね
。

⑧

い
つ
か
夢
の
王
国
を
作
り
ま
す
。

④

今
日
こ
そ
は
晴
れ
そ
う
だ
。

⑨

先
生
に
し
か
ら
れ
る
前
に
直
そ
う
。

⑤

明
日
こ
そ
は
晴
れ
る
そ
う
だ
。

⑩

た
っ
た
今
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
だ
。

推
定

・

意
志

・

過
去

・

確
認
（
想
起
）

・

使
役

・

断
定

希
望

・

否
定

・

伝
聞

・

受
身

・

完
了

・

丁
寧

問
２

助
詞
に
関
し
て
述
べ
た
文
章
の
（

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

○

助
詞
は
、
四
つ
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。「
が
・
に
・
よ
り
」
な
ど
を
（
①

）
、「
は
・
だ
け
・
ず
つ
」

な
ど
を
（
②

）
、「
の
で
・
な
が
ら
」
な
ど
を
（
③

）
、
「
な
あ
・
か
し
ら
・
ね
」

な
ど
を
（
④

）
と
い
う
。

問
３

次
の

部
に
漢
字
に
、
ひ
ら
が
な
で
読
み
が
な
を
つ
け
な
さ
い
。

①
立
派
な
城
郭
。

②
大
会
を
誘
致
す
る
。

③
会
社
の
嘱
託
と
な
る
。

④
既
製
の
洋
服
。

⑤
波
紋
が
広
が
る
。

⑥
井
戸
を
掘
る
。

⑦
漢
文
を
朗
詠
す
る
。

⑧
哀
愁
が
漂
う
。

⑨
選
手
宣
誓
。

⑩
追
悼
の
意
を
表
す
。

⑪
実
に
遺
憾
な
出
来
事
だ
。

⑫
分
譲
住
宅
。

問
４

次
の

部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
含
む
。）

①

ア
ン
シ
ョ
ウ
に
乗
り
上
げ
る
。

①

花
が
カ
レ
ル
。

②

文
章
の
ヨ
ウ
シ
を
つ
か
む
。

②

活
気
を
帯
び
て
ハ
ナ
ヤ
グ
町
。

③

イ
ッ
パ
ン
の
お
客
様
に
混
じ
る
。

③

熱
心
に
布
を
ヌ
ウ
工
員
た
ち
。

④

書
き
出
し
は
ハ
イ
ケ
イ
だ
っ
た
。

④

Ｄ
中
学
校
の
制
服
は
コ
ン
イ
ロ
だ
。

⑤

シ
ッ
プ
ウ
の
ご
と
く
走
る
。

⑤

校
歌
セ
イ
シ
ョ
ウ
を
し
よ
う
。

⑥

飛
行
機
の
ビ
ヨ
ク
。

⑥

調
査
を
ジ
ッ
シ
す
る
。

⑦

時
期
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
だ
よ
。

⑦

職
場
の
ド
ウ
リ
ョ
ウ
た
ち
。

⑧

目
の
シ
ョ
ウ
テ
ン
が
合
わ
な
い
。

⑧

準
備
さ
れ
た
ハ
ダ
ギ
を
身
に
つ
け
る
。

⑨

彼
の
フ
ン
ゼ
ン
と
し
た
表
情
。

⑨

実
に
テ
ツ
ガ
ク
的
な
問
い
だ
ね
。

⑩

シ
ン
ロ
ウ
と
新
婦
。

⑩

選
手
と
し
て
カ
ツ
ヤ
ク
す
る
。
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【
解
答
】
中
２
国
語
の
総
復
習
を
し
よ
う
①

（

）
年
（

）
組
（

）
番
（
氏
名

）

三

漢
文
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

①
絶
句

①
あ
け
ぼ
の

②
律
詩

②
明
（
あ
か
）
り
て

③
起

③
た
な
び
き
た
る

④
承

④
夜

⑤
転

⑤
さ
ら
な
り

⑥
起
承
転
結

⑥
や
み

⑦
漢
字
仮
名
交
じ
り

⑦
蛍

⑧
レ
点

⑧
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

⑨
返
り

⑨
鎌
倉

⑩
兼
好
法
師

⑪
つ
れ
づ
れ
な
る

⑫
無
常

四

活
用
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

二

古
文
に
関
す
る
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
動

②
形
容

①
鎌
倉

③
形
容
動

④
用
言

②
源
氏

⑤
活
用

⑥
未
然
形

③
琵
琶
法
師
（
び
わ
ほ
う
し
）

⑦
終
止
形

⑧
仮
定
形

④
現
代
語
訳
（
口
語
訳
と
も
い
う
）

⑨
五
段

⑩
上
一
段

⑤
歴
史
的

⑪
下
一
段

⑫
カ
行
変
格
活
用

⑥
係
り
結
び

⑬
サ
行
変
格
活
用

【
解
答
】
中
２
国
語
の
総
復
習
を
し
よ
う
②

問
１

問
２

①
断
定

⑥
意
志

①
格
助
詞

②
否
定

⑦
使
役

②
副
助
詞

③
確
認

⑧
丁
寧

③
接
続
助
詞

④
推
定
）

⑨
受
身

④
終
助
詞

⑤
電
文

⑩
完
了

問
３①

じ
ょ
う
か
く

②
ゆ
う
ち

③
し
ょ
く
た
く

④
き
せ
い

⑤
は
も
ん

⑥
い
ど

⑦
ろ
う
え
い

⑧
あ
い
し
ゅ
う

⑨
せ
ん
せ
い

⑩
あ
い
と
う

⑪
い
か
ん

⑫
ぶ
ん
じ
ょ
う

問
４①

暗
礁

①
枯
れ
る

②
要
旨

②
華
や
ぐ

③
一
般

③
縫
う

④
拝
啓

④
紺
色

⑤
疾
風

⑤
斉
唱

⑥
尾
翼

⑥
実
施

⑦
尚
早

⑦
同
僚

⑧
焦
点

⑧
肌
着

⑨
憤
然

⑨
哲
学

⑩
新
郎

⑩
活
躍


